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患者影響度レベル０もしくは１のインシデントレポートには、そもそも
エラー自体が事故に結びつかない場合と、エラーは発生したが事故にい
たらなかった場合の２つが混在している。
後者には有効なレジリエンスが含まれることがあり、本研究ではこれら
のレジリエンスを抽出し、あわせてSafetyⅡの考え方からレジリエンス
を活用した安全対策や業務手順が存在しているかを検証する。

抽出したインシデントレポートから患者に関する個人情報および報告者
の個人情報を削除し、概要、状況、経過、要因、対応の各欄の記載内容
についてレジリエンスエンジニアリングで用いられる４つの能力（監
視、予見、対応、学習）が発現しているかを検討する。分析には
Functional Resonance Analysis Method （FRAM、エリック・ホルナゲ
ル：社会技術システムの安全分析、海文堂2013による）を用いる。
また、麻酔科ではさまざまな安全対策や業務手順が策定されているが、
これらがインシデントレポートにみられたレジリエンスの成果を反映し
ているものかどうかも検討する。


